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鳥栖市教育委員会 議事要旨 

 

１ 会 議 名 

教育委員会４月定例会 

 

２ 開 催 日 時 

令和５年４月 12日（水）13時 15分開会  14時 57分閉会 

 

３ 開 催 場 所 

鳥栖市役所 ３階第１委員会室 

 

４ 会 議 の 公 開 

公開 

 

５ 出 席 委 員 

佐々木教育長、古澤教育長職務代理者(委員)、森田委員、大石委員 

 

６ 出席事務局職員 

姉川教育部長、佐藤教育総務課長、古賀学校教育課長、立石学校給食課長兼学

校給食センター所長、牛嶋生涯学習課長、井手学校教育課参事兼課長補佐兼指

導主事、久家生涯学習課参事、辻教育総務課長補佐兼教育支援係長、久山生涯

学習課長補佐、中牟田学校給食課長補佐兼学校給食センター係長、城島教育総

務課総務係長、古賀学校教育課インクルーシブ教育推進係長、守田学校教育課

教育指導係長兼指導主事、島生涯学習課文化財係長 

 

７ 傍 聴 

０人 

 

８ 経 過 報 告 

３月定例会以降の経過報告 

 

９ 議 事 録 承 認 

３月定例会の議事録承認         【承認】 
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10 議案 

臨時代理報告第１号 事務局職員の人事について 

臨時代理報告第２号 教職員の人事について 

臨時代理報告第３号 鳥栖市教育委員会事務局組織規則の一部改正について 

臨時代理報告第４号 鳥栖市教育委員会職員の職の設置に関する規則の一部改正について 

臨時代理報告第５号 学校運営協議会委員の委嘱について 

議案第９号 学校施設に係る工事の計画について 

 

11 協議報告事項 

（１）教育プランの進行管理について 

（２）令和４年度鳥栖市教育委員会事務点検評価の実施について 

（３）中学校給食における異物の混入について 

 

12 今後の予定等 

教育委員会関連の主な行事について報告 

 

13 次回会議予定 

 教育委員会５月定例会  令和５年５月１７日（水）９時 00分から 
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○佐々木教育長 

ただいまから、教育委員会４月の定例会を始めます。まずは、４月１日付で教育

委員会事務局職員の人事異動があっておりますので、紹介のほうをお願いします。 

○姉川教育部長 

自席より自己紹介をさせていただきたいと思います。まず、教育部長に任命され

ました姉川と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○立石学校給食課長兼学校給食センター所長 

おはようございます。学校給食課長兼給食センター所長に任命されました立石と

申します。よろしくお願いいたします。 

○井手学校教育課参事兼課長補佐兼指導主事 

おはようございます。学校教育課参事兼課長補佐兼指導主事に任命されました井

手と申します。よろしくお願いいたします。 

○辻教育総務課長補佐兼教育支援係長 

おはようございます。教育総務課長補佐兼教育支援係長に任命されました辻と申

します。よろしくお願いいたします。 

○中牟田学校給食課長補佐兼学校給食センター係長 

おはようございます。学校給食課長補佐兼学校給食センター係長に任命されまし

た中牟田と申します。よろしくお願いいたします。 

○守田学校教育課教育指導係長兼指導主事 

おはようございます。学校教育課教育指導係長兼指導主事に任命されました守田

と申します。よろしくお願いいたします。 

○古賀学校教育課インクルーシブ教育推進係長 

おはようございます。学校教育課インクルーシブ教育推進係長に任命されました

古賀と申します。よろしくお願いいたします。 

○佐々木教育長 

ありがとうございました。戸田委員は本日欠席ということで、連絡を受けており

ます。それでは、次第に沿って進めさせていただきます。経過報告をお願いします。 

○佐藤教育総務課長 

（資料に基づき説明） 

○佐々木教育長 

経過報告について何か御質問等ありますでしょうか。 

○古澤委員 

牧瀬議員の「みらい」に関する質問で、リーフレットの文言、指導員の言動につ

いて、詳細な内容が分かれば教えていただきたいです。 

○井手学校教育課参事兼課長補佐兼指導主事 

教育支援センターみらいのリーフレットにつきまして、教育機会確保法が施行さ

れたことに伴い、学校に必ず復帰させる方針から、教育支援センターみらい自体が

子ども達の居場所にする方針転換をしております。「みらい」で過ごすことで、指

導要録上の出席扱いとするよう方針転換をしております。しかし、リーフレット上

では、「学校復帰を一つの目標とする」という文言がございましたので、今後検討

していきたいと考えております。もう一つ牧瀬議員からご質問がございました、指

導員の言動については、「もうあなたは学校に行けるのではないか？」「今週行っ

てみようか？」など、指導員としては子ども達の背中を押したつもりの一言が、「み
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らい」には来てはいけないと受け取ってしまう事案がありましたので、それをなぞ

らえて答弁をさせていただいた次第でございます。 

○古澤委員 

指導員の言葉がけについては、非常に難しい部分があると思います。子ども達が

受け取ったこと、感じたことについて、保護者へ伝わる頃には事実と異なっている

可能性があります。逆に先生方が発言しないと子ども達が「何も言ってくれない」

と感じてしまうかもしれないので、本当に難しいところだと思います。そのため、

しっかり把握する必要があると思います。「みらい」については、学校復帰だけを

一番の目的とせず、子ども達のエネルギーが充分に回復して、自分から行きたいと

いう気持ちになることが大事だというのは、以前からお話しさせていただいており

ましたので、牧瀬議員もその辺りを気にされて質問されたのではないかと思いまし

た。 

○佐々木教育長 

ありがとうございます。他にご質問ないでしょうか。 

○大石委員 

３ページ目の、飛松議員の学校の防犯対策ということで、各学校の敷地内で防犯

カメラを設置されていると思いますが、防犯カメラの位置などを先生方は把握され

ているのでしょうか。 

○古賀学校教育課長 

防犯カメラの設置場所等については、学校長と管理職共に把握していると認識し

ております。 

○大石委員 

防犯に関する事案が最近発生した際、防犯カメラの位置を存じ上げなかった校長

先生がいらしたようなので、もう１回周知徹底をしていただければと思います。防

犯カメラを設置しているのに、活かしきれていないのでは意味がないので、学校教

育課長の方からしっかりと周知徹底をお願いします。 

○佐々木教育長 

他にご質問ないでしょうか。無いようでしたら、次に進みます。次に議事録承認

についてですが、これについては、今回３月定例会の議事録を事前にお配りしてお

ります。内容等の修正等ありますでしょうか。無いようでしたら、３月定例会の議

事録について御承認いただくことでよろしいですか。 

○各委員 

はい。 

○佐々木教育長 

ありがとうございます。それでは、議案の方に入ります。臨時代理報告第１号事

務局職員の人事について議題といたします。事務局の説明をお願いします。 

○佐藤教育総務課長 

（資料に基づき説明） 

○佐々木教育長 

事務局から説明がありましたが、何かご質問等ありますでしょうか。 

○森田委員 

学校教育課に在籍されていた日吉先生に関することで、異動後が佐賀県教育委員

会と記載されていますが、鳥栖西中学校の校長先生に異動されたと思うのですが、
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ここの記載は「県教育委員会」という名称になるのでしょうか。 

○古賀学校教育課長 

異動後は佐賀県の教職員という取扱いになりますので、佐賀県教育委員会と記載

しております。森田委員のおっしゃったとおり、最終的には鳥栖西中学校の校長と

なっておりますので、表現については今後検討したいと思います。 

○佐々木教育長 

分かりやすいように異動先の修正お願いいたします。ほかにないでしょうか。 

○古澤委員 

日吉先生がずっと以前に、佐賀大学教育学部附属中学校にもいらしたと思うので

すが、そういった場合も県職員という表現になるのでしょうか？ 

○古賀学校教育課長 

附属の場合は、国立学校法人という扱いになりますので、県の職員ではございま

せん。そういったことも踏まえまして、学校名を示したほうが分かり易いかなと思

いますので、今後は学校名で示したいと思います。 

○佐々木教育長 

臨時代理報告第１号事務局職員の人事について、他にご質問は無いでしょうか。

無いようでしたら、次に進みます。続いて臨時代理報告第２号教職員の人事につい

て、事務局より説明をお願いします。 

○古賀学校教育課長 

（資料に基づき説明） 

○佐々木教育長 

先ほどの日本語指導担当教員については、これまで佐賀市内に配置されていたの

ですが、鳥栖市はいませんでした。しかし、外国人児童生徒の増加に伴い、それら

を専門に担当していただく人員が必要ということで、今回、鳥栖市にも配置してい

ただいております。旭小学校の通級指導教室は、以前から要望していたのですが、

なかなか実現出来ませんでした。しかし、今回、鳥栖西中学校区に通級が1つ出来

たことで、特別支援教育の充実が図れると思っているところです。委員の皆様から

何かご質問無いでしょうか。無いようでしたら、次に進みます。臨時代理報告第３

号鳥栖市教育委員会事務局組織規則の一部改正について、臨時代理報告第４号鳥栖

市教育委員会職員の職の設置に関する規則の一部改正について、それぞれ関連があ

りますので、併せて事務局から説明をお願いします。 

○佐藤教育総務課長 

（資料に基づき説明） 

○佐々木教育長 

委員の皆様から何かご質問ありますでしょうか。 

○古澤委員 

総務主査という役職の職員は、市長部局でどのくらいいるのでしょうか。 

○佐藤教育総務課長 

市長部局の職員数までは把握しておりませんが、教育委員会事務局としては、学

校給食課に１名、生涯学習課に1名います。今までは担当係長という形でいた職員

が、総務主査ということで役職が読み替えられる形になっております。 

○佐々木教育長 

他にご質問等無いでしょうか。無いようでしたら、次に進みます。続きまして、
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臨時代理報告第５号学校運営協議会委員の任命について、事務局より説明をお願い

します。 

○古賀学校教育課長 

（資料に基づき説明） 

○佐々木教育長 

事務局からの説明が終わりましたが、何かご質問ありますでしょうか。無いよう

でしたら、次に進みます。議案第９号学校施設に係る工事の計画について、事務局

より説明をお願いします。 

○佐藤教育総務課長 

（資料に基づき説明） 

○佐々木教育長 

何かご質問等、意見等ありますでしょうか。 

○古澤委員 

旭小学校屋内運動場大規模改造工事について、「体育館」と「屋内運動場」の違

いはあるのでしょうか。 

○佐藤教育総務課長 

「体育館」と「屋内運動場」はどちらも同じ意味ですが、教育委員会としては「屋

内運動場」という形で体育館を表現しております。 

○大石委員 

契約金額や施工業者などを教えていただくことは可能でしょうか。 

○佐藤教育総務課長 

これらの案件は今後、入札をかけていきますので、現時点では施工業者、契約金

額は決まっておりません。あくまで今後の工事計画ということでお示ししておりま

す。 

○大石委員 

入札後に改めて報告する機会はあるのでしょうか。 

○佐藤教育総務課長 

入札後に改めて報告はしておりませんが、例えば、教育プランの進行管理にて報

告することは可能だと思います。 

○佐々木教育長 

先ほど報告もありましたが、令和４年度では早急にできる工事を速やかに終わら

せ、金額や工期的に難しいものについては、令和５年度で対応するという形で進め

たいと思います。それでは、議案第９号学校施設に係る工事の計画について、原案

の内容でご異議ございませんでしょうか。 

○各委員 

異議なし。 

○佐々木教育長 

ありがとうございます。議案第９号学校施設に係る工事について、原案のとおり

決しました。事務局のほうでは、契約事務規則に則り工事を実施できるよう取組を

お願いいたします。続きまして、協議報告事項に入ります。教育プランの進行管理

について、令和４年度第４四半期の事業取組について事務局から報告をお願いしま

す。 
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○佐藤教育総務課長 

(資料に基づき説明) 

○古賀学校教育課長 

(資料に基づき説明) 

○立石学校給食課長兼学校給食センター所長 

(資料に基づき説明) 

○牛嶋生涯学習課長兼図書館長 

（資料に基づき説明） 

○佐々木教育長 

委員の皆様から何かご質問等ありますでしょうか。 

○大石委員 

鳥栖市では、既に全校小中一貫教育を中学校区単位で研究発表を実施していると

思います。学校側には相当の負担が掛かっていると思いますが、研究発表の必要性

について、どう考えているのでしょうか。 

○古賀学校教育課長 

まず小中一貫教育につきましては、今年度も２年間計画で研究委嘱をしておりま

す。今年度は鳥栖中学校区、令和６年度は基里中学校区を研究発表校区としており

ます。内容としましては、教科「日本語」を中心とした小中一貫教育の在り方につ

いて、研究を委嘱しております。その中で、教職員の負担について考慮しなければ

ならないと思いますが、先生方の指導力向上と、教科「日本語」の充実と発展を担

っていると私自身考えているところでございます。現在、施設分離型の小中一貫教

育をずっと実施していることから、見直しを行う時期であるかもしれませんが、こ

れまで９年間取り組んだことで得た教育の推進、充実というのは、今後も大切な部

分と捉えておりますので、今後、検討していく必要があると考えているところでご

ざいます。 

○大石委員 

頭の片隅でもよいので、検討していただきたいと思うのが、せっかく小中一貫の

研究発表を実施するのであれば、教科「日本語」や学校運営協議会も含めて保護者

の皆様や地域の方にどれだけ浸透させるのかが大事になってくると思います。教職

員の皆さんの教育レベルアップ向上という部分も大事だと思いますが、学校運営協

議会も地域づくりの一環を担っていますので、うまく連携して実施していければ、

より良いものになるのではないかと思いますので検討よろしくお願いします。 

○佐々木教育長 

小中一貫については先ほど課長が説明したように、施設分離のため、一貫校とい

うイメージが無いと思うのですが、「令和の日本型学校教育」という文科省からの

指針に出された部分でも、９年間統一した考え方でしっかりと子ども達を育ていく

という指針が今回出されています。分離型ではありますが、先生方には小中一貫校

という意識を持ってもらうためにも大事かと考えています。それとコミュニティ・

スクールなどを通して、地域と一緒になって、子供たちを育てていこうという意識

で学校づくりをやっていただきたいと、校長先生方にも話をしたところです。教職

員の負担の部分については、あくまで先生方の無理のない範囲で研究自体を楽しみ

ながら実施していただくよう、校長先生方にお伝えしたところでした。それでは教

育プラン第４四半期の報告内容について、他に質問は無いでしょうか。無いようで
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したら次に進みます。次に、令和５年度鳥栖市教育プラン事業計画総括表について、

事務局から報告をお願いします。 

○佐藤教育総務課長 

(資料に基づき説明) 

○古賀学校教育課長 

(資料に基づき説明) 

○立石学校給食課長兼学校給食センター所長 

(資料に基づき説明) 

○牛嶋生涯学習課長兼図書館長 

（資料に基づき説明） 

○佐々木教育長 

各課からの説明がありましたが、御質問ないでしょうか。 

○大石委員 

インクルーシブ教育について質問です。そもそもの目的が「障がいのある児童生

徒の自立や社会参加に向けて、適切な指導や支援を行い、生活や学習上の困難の改

善・克服を図る」ということで対応していただいていると思います。このインクル

ーシブ教育に当たって、特定の子ども達が特別扱いされることによって今後発生す

るかもしれないいじめや、授業が遅れるなどの可能性がある中で、担当教職員の負

担増などを検討してくださっていると思うのですが、現時点でいかがでしょうか。 

○古賀学校教育課長 

支援体制の充実は、鳥栖市におきましても力を入れているところでございます。

学習支援等に対しまして、特別支援教育支援員の配置について、鳥栖市教育委員会

としても力を入れているところでございます。学校におきましては、障害のある子

ども達に対して、周囲の理解促進がとても大切なところだと思います。これらがう

まくいかない場合は、「いじめ」につながると考えております。学校におきまして

は、そういったことがないように取り組んでいただいているところです。知的障害

などで学習が遅れている子ども達に対して、適した教材を選ぶことで、特別の教育

課程を組むことも出来ます。また、絵本等を教科書として採用し、それをもとに学

習を進めることも出来るようになっておりますので、学校の子供たちによっては、

そういった教材教具を教科書として選んでいる学校もございます。また、これらに

対応する中で、「自立」という部分も欠かせないところかと思います。特に、情緒

学級におきましては、知的に問題がないお子さんも多数いらっしゃいますので、自

立活動に向けた学習を中心として取り組み、通常学級と特別支援学級のかけ橋にな

る通級指導教室の設置について、鳥栖市教育委員会としても力を注いでいるところ

です。現在、旭小学校で今年度、１学級設置するということで、緩やかな移行を目

指しながら、子ども達の自立に向けて取り組んでいるところでございます。 

○大石委員 

大変分かりやすい説明ありがとうございます。本当に良い取組をしてくださって

いますので、児童生徒や保護者も大変助かっているだろうと思いますので、引き続

き、取り組みをお願いしたいと思います。もう1点、違う話に飛んでしまうのです

が、もし検討していただければありがたいなというところで、先ほどから話に出て

いる学校運営協議会について、各校区で既に推進はされていると思います。各校の

コーディネーター同士で、いずれかのタイミングで集まっていただき、情報交換を
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するなど次の一歩に進んでも良い時期なのではないかと思いますので、併せて検討

をお願いします。 

○古賀学校教育課長 

地域学校協働活動推進員、いわゆるコーディネーターの活動の重要性は、私も感

じているところで、昨年度から、県教育委員会とも話をしております。例えば講師

を呼んで研修会を実施する際、講師の候補者は誰がいるか、費用を誰が負担するの

かなど話をしているところでございます。 

○古澤委員 

42ページ「教育環境」で記載されている部活動の地域移行に関わる関係機関との

協議については、市長が主で開催される総合教育会議の中のテーマとして今年取り

上げられたので、現状について皆さんで共通認識を深めたところでありますけれど

も、例えば、こういった団体・メンバー構成などで協力していただくなど、具体的

に話を進めているのでしょうか。もう1点は、第２、第3四半期までしか協議計画を

上げていませんが、第4四半期までには整理をするというお考えなのか教えていた

だきたい。 

○井手学校教育課参事兼課長補佐兼指導主事 

最初のご質問については、国のガイドラインに示されておりますが、所属する団

体については教育委員会が担当し、協議会の設置についてはスポーツ振興課が担当

するということで、協議を進めていき、所属する団体の代表等は決定していきたい

と思っております。それから、国の予算が削られたことで、努力目標という形で数

年後の移行に向けて準備を進めていくところで、話が停滞しているところでござい

ます。 

○大石委員 

部活動について、まだ検討段階だと思うのですが、方向性としては「地域人材の

活用」になってくると思うのですが、その場合、部活動の指導を続けたい先生方も

当然いらっしゃると思います。先生方も負担がある中、協力的に取り組んでいらっ

しゃる方もいらっしゃるので、そのような方に対して報酬を上げるなど、今後、一

つの案として検討していただければと思います。 

○古賀学校教育課長 

国が示している案を見ますと、兼務という形で地域の部活動指導に当たるとなっ

ております。大石委員がおっしゃったとおり、熱心に部活動の指導をしてくださっ

ている先生方も多数いらっしゃいますので、そういった方々が希望すれば「兼務」

という形で進めていきたいと考えているところでございます。 

○井手学校教育課参事兼課長補佐兼指導主事 

令和４年度末に中学校の体育主任を集めまして、部活動指導を続けたいという熱

い思いを持っている先生方は多数いらっしゃいますので、そういった気持ちはきち

んと大切にしていこうということで、体育主任会のほうでも話をまとめている段階

です。 

○佐々木教育長 

インクルーシブ教育と学校運営協議会、部活動についてご質問、ご意見等いただ

きました。まずインクルーシブ教育については、子ども達が普段の生活の中でイン

クルーシブ教育、特別支援教育について理解しやすいように、各学校で実践されて

いると思います。学校運営協議会については、情報交換の機会を今後、設けたいと



10 

 

思います。部活動についても、今後、スポーツ振興課主体で実施していきますが、

学校側の思いを加味しながら進めていきたいと思います。他にご質問が無いようで

したら、次に進みます。令和４年度鳥栖市教育委員会事務点検評価の実施について、

事務局から報告をお願いします。 

○佐藤教育総務課長 

（資料に基づき説明） 

○佐々木教育長 

事務局から説明が終わりましたが、何かご質問等ありますでしょうか。よろしい

ですか。無いようでしたら、令和４年度鳥栖市教育委員会事務点検評価の実施につ

いては、事務局のほうで適切に事務点検評価を行えるよう準備を進めてください。

次に進みます。中学校給食における異物購入について、事務局より説明をお願いし

ます。 

○立石学校給食課長兼学校給食センター所長 

（資料に基づき説明） 

○佐々木教育長 

事務局より説明がありましたが、何か質問等は無いでしょうか。 

○大石委員 

異物混入については、繰り返し発生している事案になっておりまして、その都度、

対策を講じていただいていると思いますが、調理場に限らず、運搬中若しくは学校

内で混入する可能性も十分考えられますので、なかなか歯止めがきいていないのが

現状のように思います。毎回お話しさせていただいているのですが、チェック項目

を増やすばかりだと、余計に時間を浪費する上に、見逃しが発生する可能性があり

ますので、チェック内容についてはいずれかのタイミングで精査をしてほしいと思

います。これまで聞いている限りでは、健康被害の報告を受けておりませんので、

その点は不幸中の幸いでありますが、今後、健康被害が発生した場合の信用失墜は

計り知れない部分があると思います。今までと同じような対策をしても、恐らく防

げないと思います。児童生徒の口に入るものなので、いま一度、原点に振り返り、

方法について業者と検討していただきたいと強く思っているところであります。 

○立石学校給食課長兼学校給食センター所長 

チェック方法については、作業前と作業中、作業後にその都度、実施しているの

ですが、作業のルーチン化による見落としがないかを、引き続き、考えていかない

といけないと思っております。県の保健体育課による現地確認等を３月に実施して

おりまして、その中で、いろいろアドバイスをいただいておりますので、その辺り

を踏まえた上で、委託業者と協議をしているところです。 

○佐々木教育長 

業者等からの最終報告をもとに、また改めて報告をお願いしたいと思います。そ

れでは、今後の予定について、事務局より説明をお願いします。 

○佐藤教育総務課長 

（資料に基づき説明） 

○佐々木教育長 

ありがとうございました。委員の皆様から何かご質問等ないでしょうか。 

○古澤委員 

会議室の利用に当たっては、庁舎管理をする部署が一括管理をするのでしょう
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か? 

○佐藤教育総務課長 

最終的にはシステムの中で会議室の予約申込みを出来る状態にするのですが、新

庁舎に関しては、システム上の予約がまだ出来ておりません。現状では、総務課に

対して要望を上げておりますが、まだその結果が来ておりません。それに伴い、今

後、第２水曜日で定例教育委員会をする予定ですが、総務課の調整次第では、曜日

を変更する場合があります。会議室については、全面ガラス張りの部屋など様々な

種類がございますので、その辺りも調整したいと思います。 

○佐々木教育長 

今後の予定で何かご質問ご意見ありますでしょうか。無いようでしたら、これを

もちまして、教育委員会の４月定例会を終わります。皆さんお疲れさまでした。 


